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第66巻 第12号 11月増大号

1738 ―皮膚科の臨床・2024―

　今月号の特集は壊疽性膿皮症です。壊疽性膿皮症はBrunstingらが 1930年に報告したのが始まり
とされ，発症率はおおよそ 1年で 3人/100万人と比較的まれな疾患です。診断は結構難しく，辺縁
が軽度隆起し遠心性に拡大し膿疱を伴うなど典型的な所見を伴うものは比較的診断が容易であるも
のの，非典型的なものは診断が難しく見慣れることが必要ですが，私の皮膚科 40年のキャリアを思
い起こしても壊疽性膿皮症に遭遇したのは 20例にも満たない気がします。病理組織像にもこれと
いった特徴的決め手がないことも診断を難しくしています。発症部位は下腿が比較的多いとされて
いますが，どの部位にも生じ得ます。30年近く前に泌尿器科から陰茎の難治性潰瘍を紹介され，皮
膚生検を行っても診断がつかず，Behçet病でもないし，何なんだろうと思いながらずるずると引き
ずること 1年余り，ひょんなことから壊疽性膿皮症が思い当たり診断にこぎつけたケースを思い出
します。シクロスポリンが使えずステロイドの長期投与で骨粗鬆症，圧迫骨折の副作用のマネージ
メントに苦労しました。つい最近も乳房手術後に発症した壊疽性膿皮症を経験しましたが，初めは
術後の縫合不全，二次感染と見間違いがちです。
　日本皮膚科学会から 2022年に壊疽性膿皮症診療の手引きが公開されていますが，治療をみてみる
と推奨度Aのものはステロイド内服，シクロスポリン内服，TNF-α阻害薬となっています。PMDA
の医療用医薬品の添付文書情報サイトで壊疽性膿皮症に保険適用のある薬剤を検索するとヒットす
るのはアダリムマブのみで，日本皮膚科学会からも 2021年に壊疽性膿皮症におけるアダリムマブの
使用手引きが公開されています。一方，同サイトで壊疽性膿皮症を副作用として検索してみると
IL-17阻害薬や抗悪性腫瘍薬であるキナーゼ阻害薬がヒットしてきます。乾癬治療薬のうち壊疽性膿
皮症に治療薬として使えるものと副作用として注意すべきものがあるのはなぜなんだろう，病態生
理の複雑性を感じます。
　壊疽性膿皮症のような遭遇する機会の少ない疾患をどう習得すればよいかですが，実際に経験し
た場合はその際にしっかり調べて自分のものとしておくことが大事です。鑑別対象となる疾患は多
くありますが，これらはたくさん診ておくことで疾患のぶれ幅を会得することができます。また，
時間のあるときに臨床写真をたくさん見ておくことをお勧めします。われわれが駆け出しのころは
アトラスを良く眺めていたものですが，今はインターネットが発達して便利になりました。経験を
積んでいくと未知との遭遇でも一発で診断できるようになります。
 （五十嵐敦之）
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